
 
 
そんけい すべき ムスリム の みなさま！ 
もっとも ちいさな そりゅうし から、 こうだい な うちゅう に いたる まで、 ゆいいつ、 ぜったい の   
しはいしゃ で ある ぜんのう の しゅ （ スブハーナ ワ タアーラー ） は、 ちょうわ と ちつじょ を    
もっ て すべて を そうぞう され ました。 そうぞう に おける この おどろく べき ちょうわ は、     
「 スンナトゥッラー 」 すなわち アッラー の ほう と きそく とに いっち して います。 わたしたち に  
かされて いる のは この かみ の ちつじょ と ほうそく に したがい、 うちゅう に そんざい する     
いんがかんけい に そって こうどう する こと です。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 
げんいん と いう わ の なか で おこる ものごと の ひとつ に、 しぜん さいがい が あり ます。      
じしん など の さいがい を ふせぐ こと は、 とうぜん ながら ふかのう です。 しかし、 りせい、       
かがく、 けいけん に てらして さいがい に そなえ、 ひがい を すくなく する こと は、 わたしたち の 
だいいち の ぎむ です。 これ は また、 イスラーム が ぜったいてき な ふくじゅう （ タワックル ） と 
いう かんがえかた を もって めいじて いる こと でも あります。 わたしたち の しゅうきょう は、    
はじめ から よぼう の ため に できる こと は すべて おこない、 はたす べき せきにん は すべて    
はたして おく よう めいじて います。 その うえ で アッラー （ スブハーナ ワ タアーラー ） に       
しんらい を おき、 ゆだね、 ふくじゅう する よう もとめて います。 
よぼう の ため に できる こと は すべて おこなった にも かかわらず、 それ でも つらい できごと が 
おこった なら、 しんぼう づよく、 がまん づよく、 アッラー の めいずる ところ を うけいれ なくては 
なりません。 じょうしき を もって じぶん が けいけん して いる じょうたい を みさだめ、 ゆだん や 
しっぱい、 あやまち  から、 ひつよう な きょうくん を えなくては なりません。 ぜんのう の         
アッラー（ スブハーナ ワ タアーラー ）に こいねがい、 くいあらため、 ゆるし を もとめて いのり、    
こんがん や せいがん を とおして アッラー の かご を もとめ、 その じひ と たすけ を もとめる べき 
でしょう。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 
とうとい クルアーン に は つぎ のよう に あります。 「ひとびと が その て で えて きた こと の    
ため に、 りく にも うみ にも たいはい が あらわ に なって いる。 これ は かの おかた が、 かれら 
に その おこなって きた こと の いちぶ を あじわわせる こと で、 かれら を [ ただしい おこない 
に ] もどらせよう と して の  こと。 」1 まったく その とおり で、 さいがい が もたらす ひさん な 
できごと の いくつか は、 わたしたち じしん の あやまち や たいまん に よる もの です。 ですから  
いしきてき に、 ようじんぶかく さいがい に そなえ ましょう。 あいすべき よげんしゃ （ かれ の うえ 
に しゅくふく と へいあん あれ ） の、 「アッラー は、 じぶん の しごと を かんぺき な やりかた で 
なそう と する もの に およろこび に なる」2  と いう ハディース を、 わたしたち の みちびき と    
しましょう。 
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